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産学連携事例

繋がることで加速する産学連携

アルファ電子株式会社
代表取締役社長 樽川 千香子
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須賀川工場

本社工場（福島県天栄村）

仙台事業所

ISO９０００１，１４００１、１３４８５．２２０００ 医療機器製造業登録

会社名 アルファ電子株式会社
設 立 1969年4月1日 （55年目）

代表者名 代表取締役会長 樽川 久夫
代表取締役社長 樽川 千香子

資本金 1,200万円
従業員数 130名（2025年1月1日現在）内派遣社員10名

事業内容
医療機器組立、電子機器組立、電子部品組
立、産業機器組立、基板実装、海外生産部
品の品質保証業務、構内請負
米粉商品製造販売、キノコ生産

会社概要



事業内容
▍本社
〒962-0512 福島県岩瀬郡天栄村大字飯豊字向原60-2
 医療機器、電子機器、エネルギー部品からの一貫生産
 電気機器完成品組立

▍仙台事業所
〒962-0512 福島県岩瀬郡天栄村大字飯豊字向原60-2
●構内請負業 ボタン電池の製造工程請負

▍食品事業部
〒962-0056 福島県須賀川市大桑原字日向128
 米粉麺、米粉商品（う米めん）
 キノコ栽培（キクラゲ・ひらたけ）
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55年の歴史



全員無事
避難！！

11日間で復旧、
再稼働

2011年 東日本大震災



2013年、日本大学工学部との
医療機器共同開発研究室開設

2013年 日本大学工学部内に医療機器共同開発研究室開設（第1号）
医学と工学の領域を融合した生体医療工学の拠点で
新たな国内外の共同研究プロジェクト始動

2014年12月 ISO13485:2016認証取得
（登録番号 bsi MD619597）

2014年、ISO13485 医療機器
品質マネジメントシステム認証取得

医療機器の安全性と品質への約束を
実証するための実用的基盤を提供

ISO13485：20１6
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高齢者見守りシステム
『水流センサ』開発

～離れて暮らすご家族の方の安否を見守るサービスです。～

郡山市 高齢者見守りシステム実証実験事業に参画
日本大学工学部との共同開発

高齢者見守りシステム水流センサ 7



事業存続の危機
↓

持続可能な企業になる為に



在宅医療・介護機器事業化分科会 ミーティング模様

在宅医療・介護機器事業化分科会において、福島県立郡山北工業高校が
開発し、第7回国際ナノ・アプリケーションコンテストで3位入賞した、
尿糖値測定機の商品化を行う。

尿糖値測定機

イメージサンプル

高校生開発製品

産学官共同開発事業
尿糖値測定機の開発
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産
アルファ電子
他3社

官
福島県

商工労働部・
福島県訪問看
護連絡協議会

学
福島県立塙工
業高等学校
（深澤教頭
個人会員）

企業連携型医療機器開発

事業費補助金採択



ハードな製品を開発する難しさ
今の私たちの技術力・資金力・販売のハードル

↓
中小企業の私たちが競争力を持てる製品とは？

↓
モノが溢れる世の中・製品寿命の短さ

↓
時代が変わっても変わらない価値あるものとは？

↓
食の可能性・食品市場の安定性



企業が生き残る為には変化していかなければ
＜新しいことへのチャレンジ＞

＜自身の食への興味＞

食や農業の６次化へ着目

理念
生産するもの

ものづくり力
信念

大切な家族
考え方

活動

仕組み

【既存事業】
電子部品
受託製造

既存事業の重要性×新規事業の必要性
不易 流行

信用
信頼



異業種参入の経緯

▍構想から3年の歳月を経て商品化に至る2021

2011
▍東日本大震災
新潟に避難したことがきっかけで米粉に出会う

▍工学院大学との連携
科学的に「日本一美味しい」を追求

2020

▍時間外労働等改善支援助成金
米粉麺の試作開始・市場調査・展示会出展

2019

▍働き方改革推進支援助成金
自社商品開発・ブランディング・ECサイト
SNS等の整備

2020



工学院大学との産学連携
2020

▍美味しさの根拠を追求する
後発の私たちが他社に負けない商品を作るには根拠が
必要。自社にない知識・技術の構築に産学連携が最短
の方策。食べ続けてもらえる商品を開発する。

福島県産
コシヒカリ
天のつぶ

人への貢献
アレルギー・健康・
グルテンフリー

地域への貢献
地産地消、
米粉の可能性

食品添加物無添加
特許取得製法
グルテンフリー
宮城県製麺所

OEM アルファ電子
ブランド構築
販路開拓

社会への貢献
米の消費拡大
自給率の向上

工学院大学
産学連携



科学的美味しさの追求
（1）RVA測定による製麺に適した米品種の選定

工学院大学工学部 応用科学科 山田 昌治先生「米粉麺の開発」より抜粋

「天のつぶ」の物性が優れていることが判明

⇒製麺性に最適な品種の選定を達成



科学的美味しさの追求
（2）破断試験による茹で時間の分析

⇒国内有数のうどん文化に比肩する食味の達成



科学的美味しさの追求
（3）香気分析による風味指向の分析

⇒白麺・玄米麺の風味の特徴を解明

玄米の香ばしさ

芳醇な香り成分
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食品添加物・食塩無添加
常温１年保存

「う米めんブランド」の構築

グルテンフリー
輸出
EC

学校給食
旅館
飲食店

OEM
全国300件
以上



工場設立
▍第2回事業再構築補助金に採択

▲切り出し機 ▲真空包装 ▲殺菌機器

▲焙煎機 ▲製麺機▲ミキサー▲精米製粉機

▍ＩＳＯ２２０００認証取得
グルテンフリー専用工場の竣工
品質管理体制の構築により、コーシャ認証も取得
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郡山女子大学短期大学部の調理実習での活用
学生によるレシピ考案

郡山女子短期大学 食物栄養学科

ふくしまプライド
米粉麺レシピの制作



▲2023年4月30日 福島民友

岩瀬農業高校



宮城学院女子大学

古今東北（みやぎ生協）との共同開発商品
東日本・西日本のCOOP（宅配・店頭販売）
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持続可能な事業を実現したい

医療機器製造

食品加工製造
医療機器
リユース事業
産業廃棄物

ものづくり サステナブル
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過酷環境
ロボティクス

無人化施設
人材不足対策

医療機器
リユース事業
産業廃棄物事業

福島県の強み

持続可能な
事業

作る責任
使う責任



経営理念
最高の会社をつくり
みんなで幸せになろう

全社員物心両面の幸福を追求する
とともに、ものづくりを通し、

社会の進歩発展に貢献する企業となる。

電子機器
医療

エネルギー
半導体
受託製造

食・農業
自社商品

幸福



ご清聴ありがとうございました
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